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港湾における地震・津波対策の検討

平成２４年２月２９日 第４回 防災部会
・総合的な地震・津波対策の論点

平成２４年５月８日 第５回 防災部会
・ 「港湾における地震・津波対策のあり方（案）」の審議

平成２４年６月１３日 第６回 防災部会
・ 「港湾における地震・津波対策のあり方」のとりまとめ

東日本大震災の教訓を踏まえ、産業やまちづくりとも連携した被災港湾の復旧方針や東海・東南海・南海地震等の津波からの
防護のあり方を検討するとともに、災害時における緊急物資輸送や地域の経済活動を維持する港湾のあり方について検討する。

平成２３年５月１６日 第１回 防災部会
・今次津波の特徴、港湾における津波防災施設の被災形態及び
被災メカニズムの分析

平成２３年６月３日 第２回 防災部会
・２段階（防災・減災）の総合的な津波対策
・港湾における総合的な津波対策のあり方（中間とりまとめ（素案））

平成２３年７月６日 第３回 防災部会
・港湾における総合的な津波対策のあり方（中間とりまとめ）

（パブリックコメント）

背景

東日本大震災による被災地
の復旧・復興の方針

港湾における総合的な津波対策
のあり方（中間とりまとめ）

東海・東南海・南海地震等
への対策の方針

港湾における
地震・津波対策
のあり方（答申）

（平成23年7月6日公表）

黒田部会長より吉田副
大臣へ答申を手渡した
（平成24年６月13日）

検討のため、「交通政策審議会 港湾分科会 防災部会 」を立ち上げ

防災部会における検討

東日本大震災による
港湾の被害

切迫性が指摘される
大規模地震への対応

港湾における地震・津波対策の方針が必要
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港湾における地震・津波対策の概要

港湾における地震・津波対策は、地域防災の視点のみならず、我が国の国際社会における経済活動を支える港湾機能
について、大規模災害発生時にもその機能を維持・継続するための強化を図るものであり、これにより、我が国における
投資環境の整備、ひいては雇用と所得の確保に資することを目的としている。

基本認識

今後の地震・津波対策の概要

２）災害に強い海上輸送ネットワークの構築と広域連携体制の確立
広域的ネットワークの拠点となる港湾施設の耐震・耐津波性能の向上を図るとともに、広域的な復旧・復興体制や物流の

バックアップ体制など、港湾における広域連携体制の確立を図る。また、三大湾等我が国の経済を牽引する港湾機能が集
積する地域において、災害に対する脆弱性を払拭するための取り組みを進める。

【主要施策】
■国際海上コンテナターミナル、国内外ユニットロードターミナルの耐震・耐津波性能の向上
■三大湾等における大型船の避泊水域の確保 等

【主要施策】
■耐震強化岸壁の配置や整備の考え方の見直し
■「港湾の施設の技術上の基準」の改正による第一線防波堤の粘り強い構造への補強、液状化判定手法の提示 等

１）港湾における災害対応力の強化
地域経済の維持・継続の観点から重要な港湾物流機能について、機能の重要度に応じた災害予防策を既存ストックの補

強を中心に進めるとともに、港湾機能の早期復旧に向けた関係者間の連携体制の構築を図る。

３）地域防災との連携による防災・減災目標の明確化
防波堤や海岸堤防が、港湾背後地域の地域防災の第一線となっている現状を踏まえ、地域防災との連携により防災・減

災目標を明確化し、目標に応じた防護水準の確保を図るとともに、ソフト対策及びハード対策を併せた適切な減災対策を講
じる。

【主要施策】
■地域条件を考慮した多重防護に関する基本的考え方のとりまとめ、三大湾等の地域における最大クラスの津波に対

する防護
■港湾における避難対策に関するガイドラインの作成 等 3



防波堤の被災メカニズム（釜石港 湾口防波堤）
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港外側

港内側

＜ナローマルチビームによる被災状況確認結果＞

津波に押され、マウンドを崩しながら滑落

マウンドの洗掘により
ケーソン同士がもたれあ
うように傾き、マウンドを
削りながら、滑落

津波の押波でマウンド上から転落

全体的に沈下しているもののケーソンはそのまま

マウンドの洗掘により、1/4程度のケーソ
ンがマウンドから転落

【ケーソンの傾斜】

【ケーソンの滑落】 【基礎マウンドの洗掘】

【港外側】 【港内側】

【基礎マウンドの洗掘】【ケーソンの滑動】

２）ケーソンが滑落した部分に流れが集中、マウンドの洗掘
が両側に進行し、マウンド上に残ったケーソンも傾斜

１）津波の越流による港内外の水位差で押されるとともに、港
内側マウンドが越流等により洗掘され、ケーソンが滑落

津波に
よる外力

ケーソン

基礎マウンド

今回の津波による被災メカニズム

水位差 越流

ケーソン

【防波堤正面図】

１）港湾における災害対応力の強化

4



既存ストックを活用した港湾の“ねばり強さ”の確立
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１）港湾における災害対応力の強化



広域的なバックアップによる被災地の支援（石油の代替輸送の例）

２）災害に強い海上輸送ネットワークの構築と広域連携体制の確立
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広域的なバックアップによる被災地の支援（フェリーによる自衛隊の緊急輸送の例）

7

２）災害に強い海上輸送ネットワークの構築と広域連携体制の確立



釜石港、大船渡港における粘り強い湾口防波堤の整備

港 名

既定計画 復旧計画

湾口防波堤の施設高 防潮堤等の施設高 湾口防波堤の施設高 防潮堤等の施設高

釜 石 港 T.P. 5.1m T.P. 4.0～6.1m T.P. 5.1m T.P. 6.1m

大 船 渡 港 T.P. 4.2m T.P. 3.0～3.5m T.P. 10.4m T.P. 7.2m

湾口防波堤により港内
へ侵入する津波流量・流
速をカット

津波

防波堤の効果に
より防潮堤の施
設高を低く抑える
ことが可能

【湾口防波堤と防潮堤の効果的な組み合わせによる防護】

港内の水
位上昇を

抑制

○釜石港、大船渡港では、設計津波（明治29年三陸地震津波）に対し、湾口防波堤と防潮堤等の効果的な組合せによる
多重防護方式を採用することとしている。

○湾口防波堤の整備にあたっては、最大クラスの津波に対しても粘り強く効果を発揮する構造としている。

【大船渡港の防波堤の断面例】
T.P.10.4m

T.P.4.2m

H.W.L  0.6m

復旧断面

既設断面

堤体高の1/3

基礎マウンド

ケーソン

粘り強い構造と
するための補強
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３）地域防災との連携による防災・減災目標の明確化



港湾地帯の避難対策の推進
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３）地域防災との連携による防災・減災目標の明確化



避難対策の充実
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３）地域防災との連携による防災・減災目標の明確化
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